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第拾六号 
平成30年3月11日発行 

青壮年部女性部広報 

題字：大内翠峰 

平
成
29
年
11
月
19
日
（
日
）
女
性
部 

研
修
、
奥
会
津
、
会
員
は
も
ち
ろ
ん
、
樹

木
葬
会
員
、
御
詠
歌
の
皆
様
、
青
壮
年
部

総
勢
26
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

朝
７
時
出
発
、
当
日
は
寒
く
雪
が
ち
ら

つ
き
、
会
津
の
天
気
予
報
は
雪
で
し
た
。 

福
満
虚
空
藏
菩
薩
圓
藏
寺
で
は
、
雪
と

雨
が
混
じ
り
、
傘
を
さ
し
て
の
見
学
と
な

り
ま
し
た
。 

圓
藏
寺
は
、
赤
べ
こ
発
祥
の
お
寺
で
す
。 

次
に
恵
降
寺
・
立
木
観
音
（
伝
・
弘
法

大
師
作
）
堂
拝
観
で
し
た
。 

講
話
を
聴
き
、
だ
き
つ
き
柱
に
抱
き
つ

い
て
、
お
願
い
を
し
て
い
る
と
「
長
げ
ぇ

ご
だ
」
と
み
ん
な
に
か
ら
か
わ
れ
ま
し
た
。 

国内最大級、高さ約８.５ｍの十一面千手観音（立木千手観音堂前）にて 

「
だ
き
つ
き
柱
」
に
抱
き
つ
い
て
心
願
す
れ

ば
、
満
願
成
就
す
る
と
の
信
仰
が
厚
い
そ
う
で
、

子
年
生
ま
れ
の
一
代
守
護
木
尊
で
あ
り
、
こ
ろ

り
観
音
に
私
達
は
願
い
ま
し
た
。 

昼
食
は
、
明
治
・
大
正
時
代
の
面
影
を
残
す

『
澁
川
問
屋
』
で
会
津
の
郷
土
料
理
を
頂
き
ま

し
た
。 

そ
の
際
に
、
白
虎
隊
の
演
武
も
見
さ
せ
て
頂

き
小
学
校
の
修
学
旅
行
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

最
後
に
会
津
漆
の
資
料
館
を
見
学
、
買
い
物
。 

昔
の
道
具
や
、
民
芸
品
等
が
展
示
さ
れ
て
懐

か
し
か
っ
た
で
す
。 

寒
い
日
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
心
配
し
た
大

雪
に
は
な
ら
ず
、
午
後
に
は
曇
り
空
で
し
た
。 

帰
り
の
バ
ス
の
中
は
、
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
を
行
い
、
景
品
を
手
に
笑
っ
た
り
、
寝
る
暇

も
な
く
楽
し
い
一
日
で
し
た
。 

ま
た
来
年
に
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
皆
さ
ん

が
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
お
礼
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。 

青
壮
年
部
・
女
性
部 

副
部
長 

 

早
坂
妙
子 

白虎隊の舞と郷土料理を堪能 

いぎなり赤ベゴでっけぇごだ！！ 

女性部研修「晩秋・奥会津の旅」 
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成
道
会
・大
般
若
祈
祷 

平
成
２９
年
１２
月
９
日
（
日
）
年
の
瀬
も

迫
り
、
一
年
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
三
仏

忌
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
お
釈
迦
様
が
お
悟
り

を
開
い
た
こ
と
を
祝
う
成
道
会
と
大
般
若

祈
祷
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
肌
寒
い
薄
曇
り
の
中
、
三
十
余

名
の
和
尚
様
方
が
ご
出
頭
い
た
だ
き
ま
し

た
。 大

般
若
祈
祷
と
い
え
ば
、
和
尚
様
方
が 

大
般
若
経
本
全
六
百
巻
を
大
迫
力
で
読
み

上
げ
パ
ラ
パ
ラ
と
転
読
し
ま
す
。 

「
降
伏
一
切
大
魔
災
障
成
就
！
」
そ
の
掛
け

声
と
と
も
に
般
若
心
経
本
を
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
の
ご
と
く
左
右
に
傾
け
転
読
す
る
様

は
、
い
つ
も
の
厳
か
な
仏
事
と
は
違
い
、
本

堂
に
轟
く
和
尚
様
方
の
大
声
が
腹
に
響
き

圧
倒
さ
れ
る
大
迫
力
の
行
事
で
す
。 

大般若経典全六百巻を一斉に転読する声が本堂一杯に響き渡りました。 

本
堂
に
轟
く
！ 

降
伏
一
切
大
魔
災
障
成
就
！ 

本堂いっぱいの六百巻の経本 

大領派寺院の和尚様方。 

ご
う 

 
 

ぶ
く 

 
 

い
っ  

 

さ
い 

 
 

だ
い 

 
 

ま 
 
 
 

さ
い 

 

し
ょ
う 

 

じ
ょ
う 

 

じ
ゅ 

じ
ょ
う
ど
う  

え 
 
 

 

だ
い 

は
ん 

 

に
ゃ 

 

き 
 

と
う 
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境
内
の
池
に
、
例
年
よ
り
も
少
し
早
く
、

薄
氷
が
は
り
始
め
た
１２
月
１０
日
、
当
山 

先
住
職
、
黒
川
大
雄
和
尚
（
贈
再
住
妙
心
当

山
再
建
英
洲
雄
禅
師
大
和
尚
）
の
、
小
祥
忌

（
一
周
忌
）
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。 

先
住
が
去
っ
た
こ
と
で
、
心
情
、
環
境
、

共
に
様
々
な
変
化
が
あ
っ
た
は
ず
の
一
年

で
す
が
、
本
当
に
あ
っ
と
言
う
間
に
、
過
ぎ

去
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

当
日
は
、
松
島
瑞
巌
寺
、
起
雲
軒
老
大
師

ご
導
師
の
下
、
法
類
寺
院
は
じ
め
多
く
の
御

尊
宿
方
に
御
出
頭
賜
り
、
ま
た
総
代
様
を
始

め
、
多
く
の
方
々
に
ご
参
列
い
た
だ
き
ま
し

て
、
無
事
、
小
祥
忌
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

と
も
先
住
職
の
教
え
を
忘
れ
ず
に
、
一
層
精

進
し
て
参
り
ま
す
。 

大雄和尚の頂相（ちんそう）（肖像画） 

老師の拝に答え、五体投地する住職・副住職 

禪
興
寺
副
住
職 

梅
澤 

竜
潭 

瑞巌寺起雲軒老大師導師の下、法縁の御尊宿の御出頭を賜りました。 

先住職の墓に向かって塔下（とうあ）諷経 

贈
再
住
妙
心
當
山
再
建
英
洲
雄
禅
師
大
和
尚
小
祥
忌 
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仙台公演に駆け付けた地元会員等で記念撮影パチリ！ 

そ
ん
な
中
、
伊
達
藩
主
伊
達
政
宗
公
は
、

巨
大
帆
船
サ
ン
・
フ
ァ
ン
・
バ
ウ
テ
ィ
ス
タ

号
の
建
造
に
よ
り
若
者
た
ち
に
下
働
き
の

新
し
い
仕
事
を
授
け
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
使

節
団
の
派
遣
は
、
大
い
な
る
震
災
か
ら
の
復

興
政
策
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
新

説
に
基
づ
く
脚
本
で
す
。 

「
そ
の
船
に
乗
り
た
い
！
」 

船
出
へ
の
夢
に
取
り
つ
か
れ
た
若
者
は
、

何
と
か
し
て
こ
の
船
に
乗
ろ
う
と
知
恵
を

絞
り
、
手
を
尽
く
し
、
奮
闘
し
て
、
ま
だ
見

ぬ
新
世
界
を
目
指
す
青
春
物
語
で
す
。 

舞
台
上
で
の
動
き
や
台
詞
・
歌
・
踊
り
や

ダ
ン
ス
・
和
太
鼓
が
物
語
と
マ
ッ
チ
し
て
い

て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
い
き

大
満
足
で
し
た
。 

東日本大震災復興支援 

青
壮
年
部
・
女
性
部
広
報
部
長 

小
川
弘
吉 

 

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動
の
一
環
と

し
て
劇
団
わ
ら
び
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
ジ
パ
ン

グ
青
春
記
』
を
観
て
き
ま
し
た
。 

は
じ
め
て
の
本
格
的
な
ミ
ユ
ー
ジ
カ
ル
で

大
変
感
動
し
ま
し
た
。 

こ
の
作
品
の
主
人
公
は
、
江
戸
時
代
初
期
の

慶
長
の
大
津
波
に
多
く
の
も
の
を
奪
わ
れ
た
、

石
巻
辺
り
の
名
も
な
き
若
者
。 

荒
れ
た
農
地
は
、
未
だ
回
復
せ
ず
、
家
族
や

仲
間
を
奪
わ
れ
た
人
々
の
心
の
傷
も
ま
だ
癒

え
て
い
な
い
。 

禪興寺も被災者招待支援 

主役と準主役は地元仙台出身！ 

わ
ら
び
座 

ジ
パ
ン
グ
青
春
記
観
覧
記 
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どんなときに歌うのですか？ 
主に寺の行事で歌います。例えば葬

式・法事・花祭り水子供養祭・お盆・

お彼岸・落成式・成道会・涅槃会な

どです。各地の供養祭でも歌います。 

「涅槃妙心」を背に法を説く大内師 

百年以上前（明治末）に私たちのご先祖が寄進した涅槃図の前で（マスク姿は誰だ？） 

ど
う
し
て
涅
槃
図
に 

猫 
 

が
い
な
い
の
か
？ 

ね 
 

は
ん 

   

ず 

涅
槃
会
が
２
月
１０
日
に
当
山
本
堂
に
お
い
て
五

十
名
の
参
加
の
も
と
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

仙
台
市
北
山
の
臨
済
宗
東
福
寺
派
の
光
明
寺
副

住
職
大
内
顕
龍
師
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
法
話
を

頂
き
ま
し
た
。 

お
話
の
冒
頭
は
「
涅
槃
図
に
描
か
れ
て
い
な
い
身

近
な
動
物
は
何
で
し
ょ
う
」
と
の
質
問
で
し
た
。 

正
解
は
「
猫
」
。
参
加
者
で
分
か
っ
て
い
た
の
は

た
だ
一
人
で
し
た
。
な
ぜ
「
猫
」
だ
っ
た
の
か
い
ろ

い
ろ
な
説
を
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

十
二
支
の
中
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
（
？
）
事
も
そ

の
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

「
涅
槃
」
と
聞
く
と
私
た
ち
は
お
釈
迦
様
が
亡
く

な
っ
た
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、
本
来
は
、
釈 

迦
の
教
え
の
「
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
」
が
涅
槃
と
漢
訳
さ
れ

て
い
ま
す
。 

こ
れ
は
迷
い
の
無
い
絶
対
の
境
地
を
意
味
し
そ
こ

に
至
る
為
に
は
、「
自
分
を
拠
り
所
と
し
て
行
き
な
さ

い
」
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。 

二
千
五
百
年
前
の
２
月
１５
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
と

さ
れ
る
お
釈
迦
様
の
ご
遺
徳
を
偲
び
、
そ
の
説
か
れ
た

「
生
老
病
死
」
に
始
ま
る
「
四
苦
八
苦
」
の
葛
藤
や
困

難
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う
生
き
て
い
き
た
い
も
の

で
す
ね
。 

法
要
後
は
、
お
待
ち
か
ね
の
お
汁
粉
と
ハ
ゼ
出
汁
で

知
ら
れ
る
仙
台
雑
煮
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。 

毎
度
な
が
ら
浅
井
房
枝
女
性
部
長
さ
ん
は
じ
め
女

性
部
み
な
さ
ん
の
愛
情
た
っ
ぷ
り
な
ご
馳
走
を
美
味

し
く
頂
く
こ
と
も
、
お
釈
迦
様
へ
の
「
供
養
」
と
勝
手

な
解
釈
を
い
た
し
な
が
ら
、「
さ
っ
ぱ
と
」
キ
レ
イ
に

頂
き
ま
し
た
。 

感
謝 

合
掌 

準備も調い、ホッと一息！？賄い飯 
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◎
３
月
２５
日
（
日
）
午
後
４
時 

春
彼
岸 

境
内
墓
地
清
掃 

◎
４
月
14
日
～
16
日 

大
本
山
妙
心
寺
団
体
参
拝 

◎
５
月
１９
日
（
土
） 

子
育
て
地
蔵
祭
り
、 

花
祭
り
（
降
誕
会
）
、
法
話 

◎
６
月
青
壮
年
部
・
女
性
部
総
会 

◎
８
月
１１
日
（
土
祝
） 

盂
蘭
盆
施
餓
鬼
会 

◎
８
月 

お
盆
後 
境
内
墓
清
掃 

  

発
行 

禪
興
寺
花
園
会
青
壮
年
部
・
女
性
部 

広
報
部 

〒
九
八
一
‐
三
六
二
五 

宮
城
県
黒
川
郡
大
和
町
吉
田
字
長
福
寺
一 

電
話
番
号 

〇
二
二
‐
三
四
五
‐
二
〇
六
三 

今
後
の
行
事
予
定 

 

平
成
３０
年
、
今
年
の
冬
は
低
温
マ
イ

ナ
ス
気
温
や
、
雪
の
量
が
半
途
で
は
な

く
、
大
変
な
毎
日
を
お
過
ご
し
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？ 

ま
た
、
こ
の
時
期
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
流
行
と
、
体
調
管
理
に
於
い
て
も
気
を

つ
け
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

今
回
の
広
報
誌
も
、
各
行
事
毎
、
立
派

に
仕
上
が
り
ま
し
た
の
で
ご
覧
下
さ
い
。 

           

広
報
部 

部 

長 

小
川
弘
吉 

副
部
長 

相
澤
敏
晴 

部 

員 

佐
藤 

彰 

早
坂
妙
子 

浅
野
澄
江 

 

 

お
久
し
ぶ
り
で
す
！ 

自転車で世界 80ヵ国以上を踏破！ 

山
号
と
は
仏
教
寺
院
に
付
け
ら
れ
て
い
る
称
号
で
す
が
、
付
け
て

い
な
い
寺
院
も
あ
り
ま
す
。 

古
く
中
国
で
は
、
寺
院
は
山
林
や
高
地
に
多
く
建
立
さ
れ
、
そ
の

所
在
す
る
土
地
の
山
の
名
称
や
仏
教
用
語
を
「
山
号
」
と
し
て
付
け

て
い
ま
す
。 

同
名
の
禅
宗
寺
院
が
各
地
に
建
立
さ
れ
、
そ
の
区
別
を
つ
け
る
目

的
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
所
謂
、
「
屋
号
」
の
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。 

鎌
倉
か
ら
平
安
時
代
に
朝
鮮
・
日
本
に
禅
宗
が
伝
来
す
る
と
、
鎌

倉
五
山
、
京
都
五
山
の
禅
宗
寺
院
を
中
心
に
「
山
号
」
を
付
与
す
る

よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

禪
興
寺
の
山
号
は
「
清
淨
山
」。
地
元
、
吉
田
出
身
の
名
僧
「
大
領

義
猷
和
尚
」
が
、
あ
の
松
尾
芭
蕉
が
松
島
を
訪
れ
た
際
に
、
瑞
巌
寺

百
二
世
の
住
職
で
あ
り
ま
し
た
。
東
北
の
随
一
の
禅
寺
、「
松
島
青
龍

山
瑞
巌
円
福
禅
寺
」
は
正
し
く
読
め
ま
す
か
？ 

※
答
え
は
欄
外 

愛犬「おいどん」に「仏性」ありや？ 

[ 

大
友
忠
さ
ん 

ミャンマー僧院内の様子 

震災の年 12月の成道会にて 

講演していただきました。 

コ 

ラ 

ム 

「寺
院
の
山
号
に
つ
い
て
」 

ミャンマーを自転車で旅したばかりの写真の数々 

どれも見たこともない景色です。 


